
行政の窓 「北海道モデル」に取り組みます！

　本道はこれまでも，高い食料供給力や豊かな森林資源などを活かし，我が国の発展に寄与してきています。ま
た，道内各地において地域資源を活用した特色のある取組を通じ，地域活性化の芽が育っています。
こうしたことから，北海道の将来の姿を見据え，北海道が有する優位性や特性（北海道固有の「価値」：「北海道
価値」）を活かして，北海道を元気にするとともに，我が国が抱える課題の解決，国内外への貢献につなげてい
く戦略的な取組を「北海道モデル」として推進していきます。
　北海道モデルは「食・観光・健康」「環境・エネルギー」などの分野ごとに取り組むこととしており，「環境・
エネルギー」の分野において，バランスのとれた森林資源管理と多様な産業分野との連携による林業再生，地域
経済の活性化を目指す「森林資源循環モデル」を推進していきます。

　「北海道モデル」の展開については，国・道の施策を集中投入するなどして，取組を進めるとともに，国に対し，
必要な規制緩和や支援制度の創設などについて提案していきます。

（水産林務部林務局 林業木材課 林業木材グループ）

 森林資源循環モデルの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道モデル構築の考え方 

■全国の森林面積の 4 分
の 1 を占める豊富な森
林資源 

■国の目標値を上回る
本道の木材自給率 

〔本道の優位性〕 

・道の現状 56％（H20） 
・国の現状 24％（H20） 
  目標 50％（H32） 

※新成長戦略 

人工林資源の循環利
用が可能な適切な資
源管理による林業再
生の取組を通じて 
・先進的な取組が地域に 

根付きつつある 

・他産業と連携する素地

ができつつある 

〔背 景〕 

先先進進地地域域のの取取組組をを強強
化化すするるここととにによよるる全全
道道のの底底上上げげ  

〔〔北北海海道道モモデデルルのの取取組組〕〕  

・森林資源の適切な管

理体制の強化 

・多様な産業分野との

連携の促進  

□適切な資源管理に基づく木
材の安定供給体制の確立 

→道産材供給率の向上 
→国の自給率向上の目標

達成に貢献 

□多様な分野との連携による
地域の取組の推進 

→本道の林業再生の加
速化 

→地域経済の活性化 

〔期待される効果〕 

 

林  業  

木材産業  
 

◆農業分野 
・畜舎，敷料

等 

 
◆建設分野 
・路網，住宅 
・公共施設等 

◆エネルギー分野 
・工場，温泉，ク

リーニング等 

◆教育分野（木育） 
・木製遊具，机・
椅子，内装材等 

◇森林資源の適切な管理体制 
の強化 

林業 
事業体 

指導 連携 

道 市 
町村 

森林 
所有者 

各各連連携携地地域域ににおおいいてて，，地地域域特特性性をを活活かかししてて重重点点的的にに取取組組をを進進めめるる  

北海道モデルの取組（H22～） 

北
海
道
モ
デ
ル 
と
し
て
推
進 

 ◆森森林林資資源源管管理理体体制制のの強強化化  

・道と市町村との協定等に基
づく森林所有者等に対する
指導体制の強化  

 

◆森森林林ババイイオオママススののエエネネ
ルルギギーー利利用用のの促促進進  

◆森森林林施施業業のの低低ココスストト化化のの
促促進進  

・森林バイオマスの供給側と
工場等のエネルギー利用側
との連携による大規模利用
の促進 

◆◆施施設設のの木木造造化化・・木木質質化化のの
促促進進  

・「公共建築物等における木材
の利用の促進に関する法
律」の制定を踏まえた木造
公共施設の建設の促進 

・農業用施設や民間事業所等
の木造化・木質化の促進   

・建設業との連携による林道
網の整備 

・機械化の推進等による効率
的な作業システムの開発 

◇多様な産業分野との連携 
の促進 

◇地域材を利用した
施設整備を促進す
る施策の充実 

 

◇低コスト施業を促
進する施策の充実 

◇林業担い手の養成
を促進する制度の
拡充・強化 

 

◇地域の実情を踏ま
えた森林計画制度
の抜本的な見直し 

◇森林売買の的確な
把握等に関する新
たな制度の創設 

◇造林未済地解消に
向けた林地流動化
を促進する施策の
充実 

 
 

国への主な提案 

◇森林バイオマスの
利用拡大を促進す
る施策の充実 

 

 

適切な資源管理

による林業再生

の取組（H18～） 

施策の推進方向 

効率的な森林
施業の推進と
道産木材の安
定供給 

道産木材の付
加価値向上と
多様な用途へ
の利用促進 

適切な森林資
源管理体制の
確立 
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